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滋
賀
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

が
、
県
内
の
小
学
生
を
対
象
に
募
集
し

た
「
健
康
づ
く
り
絵
画
」
で
、
応
募
総
数

１
６
１
点
の
中
か
ら
、
市
内
の
小
学
生
の

２
作
品
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
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県国保連合会「健康づくり絵画」で、

２作品が優秀賞受賞！

お
手
元
に
届
い
て
か
ら
各
支
所
窓
口
ま

た
は
市
役
所
保
険
年
金
課
で
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

①
新
し
い
保
険
証

②
有
効
期
限
ま
た
は
発
行
年
月
日
が
平

成
24
年
４
月
１
日
以
降
の
学
生
証
、

在
学
証
明
書
等

③
印
鑑
（
認
印
）

　

社
会
保
険
に

　

加
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

就
職
な
ど
で
会
社
等
の
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
の
に
、
国
保
の
保
険

証
を
お
持
ち
の
方
は
、
資
格
喪
失
手
続

き
が
必
要
で
す
。
新
し
い
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
も
、
国
保
の
資
格
は
自
動

的
に
喪
失
し
ま
せ
ん
。
各
支
所
窓
口
ま

た
は
市
役
所
保
険
年
金
課
で
必
ず
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

①
現
在
お
持
ち
の
国
保
の
保
険
証

②
新
し
く
加
入
さ
れ
た
社
会
保
険
等
の

保
険
証

③
印
鑑
（
認
印
）

し
て
い
る
た
め
で
す
。

②
75
歳
に
な
ら
れ
る
方

　
　

有
効
期
限
は
75
歳
の
誕
生
日
の
前

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
75
歳
か
ら
は

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
変
わ
り
ま

す
。

学 

の
継
続
手
続
き
は
お
忘
れ
な
く

　

学 
（
住
民
票
が
高
島
市
に
な
い
学
生

の
方
に
交
付
し
て
い
る
保
険
証
）
を
お

持
ち
で
、
４
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き

希
望
さ
れ
る
方
は
、
新
し
い
保
険
証
が

　

新
し
い
保
険
証
（
カ
ー
ド
）
を
３
月

末
に
世
帯
主
へ
郵
送
し
ま
す
。
紛
失
な

ど
に
注
意
し
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
に

交
付
さ
れ
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
（
負

担
割
合
が
１
割
の
方
の
み
）
も
３
月
末

に
郵
送
し
ま
す
。
古
い
保
険
証
は
、
４

月
以
降
、
各
自
で
廃
棄
し
て
い
た
だ
く

か
、
各
支
所
窓
口
ま
た
は
市
役
所
保
険

年
金
課
へ
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

国
民
健
康
保
険
の
有
効
期
限
は
平
成

25
年
３
月
31
日
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
有
効
期
限
が
年

度
途
中
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
は
①
、
②
ど
ち
ら
の

方
に
も
郵
送
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
は

不
要
で
す
。

① 

退 

の
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
で
65

歳
に
な
ら
れ
る
方

　
　

有
効
期
限
は
65
歳
の
誕
生
月
の

月
末
ま
で
で
、 

退 

（
退
職
者
医
療
制

度
）
は
、
65
歳
未
満
の
方
を
対
象
と

国
民
健
康
保
険
証
の
切
り
替
え
は

『
毎
年
４
月
１
日
』
で
す

このコーナーに関する
お問い合わせは･･･
　h保険年金課
　　f（25）8137

　国民年金は、日本に住む20歳以
上60歳未満のすべての人が加入し
なければなりません。20歳になっ
たときだけでなく、厚生年金や共済
組合等に加入していた会社を辞めた
本人や、その人に扶養されていた配
偶者も届出が必要です。届出されな
かった場合、年金額が少なくなった
り受け取れない場合もありますの
で、必ず届出をしましょう。

　国民年金の第１号被保険者として保険料を納めた
月数が６か月以上あり、老齢基礎年金の受給資格期
間を満たしていない外国人の方には、出国後２年以
内に請求を行えば脱退一時金が支給されます。
　この脱退一時金は、次の条件にすべてあてはまる
方が対象です。
　(1)日本国籍を有していない方
　(2)国民年金の保険料を６か月以上納めていた方
　(3)日本に住所を有していない方
　(4)年金（障害手当金を含む）を受ける権利を有

したことのない方

　脱退一時金の額は、保険料を納めた月数に応じ
て決まっています。最後に保険料が納付された月
（基準月）が平成23年度の場合、４５，０６０円
から２７０，３６０円です。
《月数の計算》
　一部納付をした期間は、次のとおり計算します。
　○4分の1納付をした場合
　　　＝1/4納付をした月数×1/4
　○半額納付をした場合
　　　＝半額納付をした月数×1/2
　○4分の3納付をした場合
　　＝3/4納付をした月数×3/4

届出が必要なとき 異動の内容 持参するもの 届出先

20歳になったとき
(厚生年金や共済年
金加入者を除く。)

第１号被保険者とな
ります。

・印鑑
　（本人自署の場合
　   は不要）

市保険年金課
各支所

退職したとき
(厚生年金や共済年
金加入者の場合)

第２号被保険者から
第１号被保険者にな
ります。（第３号被保
険者に該当する場合
を除く。）

・印鑑
　（本人自署の場合
　   は不要）
・年金手帳
・社会保険を抜
　けた証明書

配偶者に扶養さ
れていたが、配
偶者が厚生年金、
共済年金を辞め
たとき

第３号被保険者から
第１号被保険者へ

こんなときには、
こんな届出を

ご存知ですか？  短期在留外国人の脱退一時金制度

健
康
機
器

無
料
に
つ
ら
れ
な
い
で
！

【問題点】
▲高額な商品を販売するという目的を隠して
誘い出す。
▲閉鎖的な場所で勧誘されるため帰れ
ない。
▲巧みな話術で場の雰囲気を盛り上げ
るため、冷静な判断ができない。
▲無料で品物をもらっているため断り
にくい。

【アドバイス】
◎「無料」の言葉に惑わされない。
◎誘われても付いて行かない。
◎自由に出入りができない締め切った会場に
は入らない。
◎契約書面を受け取った日から８日間は契約
を取り消せます。（クーリング・オフ）

　h生活相談課　f（25）8125

　

自
宅
を
訪
問
し
て
き
た
男
性
に

「
開
店
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
近
所
で
日
用

品
を
無
料
で
配
る
の
で
来
て
く
だ
さ

い
。」
と
誘
わ
れ
た
。
日
用
品
を
も

ら
っ
た
後
で
、「
も
っ
と
良
い
も
の

を
渡
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
て
、
近
く

の
民
家
の
小
屋
に
連
れ
て
行
か
れ

た
。
出
入
り
口
を
閉
め
ら
れ
て
帰
れ

ず
、
最
後
に
30
万
円
の
健
康
機
器
を

買
っ
て
し

ま
っ
た
。

磯辺　慶太くん
（広瀬小１年）

川越　愛湖さん
（青柳小２年）


